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急速充電設備等に関連する電気関係法令（抜粋） 

 

 

＜電気設備に関する技術基準を定める省令＞平成 9年 3月 27日通商産業省令第 52号 

 

（電気設備における感電、火災等の防止）  

第四条  電気設備は、感電、火災その他人体に危害を及ぼし、又は物件に損傷を与

えるおそれがないように施設しなければならない。  

 

（電路の絶縁）  

第五条  電路は、大地から絶縁しなければならない。ただし、構造上やむを得ない

場合であって通常予見される使用形態を考慮し危険のおそれがない場合、又は混触

による高電圧の侵入等の異常が発生した際の危険を回避するための接地その他の

保安上必要な措置を講ずる場合は、この限りでない。  

二 前項の場合にあっては、その絶縁性能は、第二十二条及び第五十八条の規定を除

き、事故時に想定される異常電圧を考慮し、絶縁破壊による危険のおそれがないも

のでなければならない。  

三 変成器内の巻線と当該変成器内の他の巻線との間の絶縁性能は、事故時に想定さ

れる異常電圧を考慮し、絶縁破壊による危険のおそれがないものでなければならな

い。  

 

（電気機械器具の熱的強度）  

第八条  電路に施設する電気機械器具は、通常の使用状態においてその電気機械器

具に発生する熱に耐えるものでなければならない。  

 

（電気設備の接地）  

第十条  電気設備の必要な箇所には、異常時の電位上昇、高電圧の侵入等による感

電、火災その他人体に危害を及ぼし、又は物件への損傷を与えるおそれがないよう、

接地その他の適切な措置を講じなければならない。ただし、電路に係る部分にあっ

ては、第五条第一項の規定に定めるところによりこれを行わなければならない。  

 

（電気設備の接地の方法）  

第十一条  電気設備に接地を施す場合は、電流が安全かつ確実に大地に通ずること

ができるようにしなければならない。  

 

（過電流からの電線及び電気機械器具の保護対策）  

第十四条  電路の必要な箇所には、過電流による過熱焼損から電線及び電気機械器

具を保護し、かつ、火災の発生を防止できるよう、過電流遮断器を施設しなければ

ならない。  
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（地絡に対する保護対策）  

第十五条  電路には、地絡が生じた場合に、電線若しくは電気機械器具の損傷、感

電又は火災のおそれがないよう、地絡遮断器の施設その他の適切な措置を講じなけ

ればならない。ただし、電気機械器具を乾燥した場所に施設する等地絡による危険

のおそれがない場合は、この限りでない。  

 

（電気使用場所に施設する電気機械器具の感電、火災等の防止）  

第五十九条  電気使用場所に施設する電気機械器具は、充電部の露出がなく、かつ、

人体に危害を及ぼし、又は火災が発生するおそれがある発熱がないように施設しな

ければならない。ただし、電気機械器具を使用するために充電部の露出又は発熱体

の施設が必要不可欠である場合であって、感電その他人体に危害を及ぼし、又は火

災が発生するおそれがないように施設する場合は、この限りでない。  

二 燃料電池発電設備が一般用電気工作物である場合には、運転状態を表示する装置

を施設しなければならない。 

 


